
練習を重ねてきた精鋭が競い合う、祭りばやし競演会。
太鼓と笛の音、威勢よい掛け声が夏の夜に響きわたる。

みさわ祭り  前夜祭
８月 23 日　ミスビードルドーム

■市政の動き………………………………  8 ～ 13 Ｐ
■マックチャンネルガイド………………14 ～ 15 Ｐ
■出来事通信………………………………16 ～ 19 Ｐ
■みさわ情報ネット………………………20 ～ 25 Ｐ
■ Pick Up　学校が結ぶ日台交流  ………26 ～ 27 Ｐ
■やるべ～会………………………………28 Ｐ

…   2 ～ 7 Ｐ

夏の祭典特
　
集

三沢まつり

2012 年
（平成 24 年）

№ 695

月号
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夏の 祭典
特集・三沢まつり

夏
の
祭
典

　

８
月
23
日
の
前
夜
祭
を
皮
切
り

に
、
24
日
か
ら
26
日
ま
で
の
３
日

間
に
わ
た
っ
て
、「
三
沢
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
た
。
人
手
や
時
間
、

資
金
の
不
足
に
苦
労
し
な
が
ら

も
、
各
祭
礼
が
山
車
を
自
主
製
作

し
続
け
て
今
年
で
10
年
目
。
年
々

見
応
え
が
増
す
15
台
の
見
事
な
山

車
が
、
祭
り
ば
や
し
の
音
色
と
と

も
に
幹
線
道
路
を
練
り
歩
き
、
沿

道
を
埋
め
る
観
客
を
喜
ば
せ
た
。

　

初
日
・
24
日
の
「
お
通
り
」
山

車
合
同
運
行
は
６
回
目
の
夜
間
運

行
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
あ
い

に
く
の
雨
で
中
止
。
山
車
の
照
明

に
思
案
を
重
ね
た
製
作
者
や
、
そ

の
自
慢
の
山
車
の
上
で
太
鼓
を
叩

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
子
ど
も

た
ち
も
涙
を
飲
ん
だ
。

　

翌
日
の
中
日
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
催
し
が
続
い
た
。
自
衛
隊

や
各
企
業
・
団
体
、
市
が
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
な
ど
に
扮
装
し
て
登
場

す
る
大
仮
装
行
列
。
そ
し
て
、
２

年
ぶ
り
に
三
沢
を
訪
れ
た
、
姉
妹

都
市
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
親
善
使

節
団
の
パ
レ
ー
ド
。
幹
線
道
路
で

繰
り
広
げ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
、
沿
道
の
観
客
か
ら
は
喝
采
が

送
ら
れ
、
記
念
写
真
を
撮
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

に
ぎ
や
か
な
大
仮
装
行
列
の
後

の
流
し
踊
り
に
は
、
涼
し
げ
な
浴

衣
を
着
た
企
業
や
団
体
が
参
加
。

三
沢
音
頭
な
ど
を
踊
る
連
な
っ
た

美
し
い
姿
は
、
山
車
や
祭
り
ば
や

し
と
と
も
に
古
く
か
ら
続
く
夏
祭

り
の
魅
力
を
感
じ
さ
せ
た
。

　

中
日
最
後
の
催
し
「
三
沢
国
際

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」で
は
、

自
作
し
た
み
こ
し
な
ど
を
担
い
だ

企
業
・
団
体
が
幹
線
道
路
を
パ

レ
ー
ド
。
夜
空
に
浮
か
ぶ
さ
ま
ざ

ま
な
み
こ
し
に
は
、
復
興
や
活
性

化
、
国
際
交
流
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
込
め
ら
れ
、
威
勢
よ
い
掛
け

声
と
と
も
に
夜
空
を
舞
っ
た
。

　

最
終
日
の
25
日
は
「
お
還
り
」

の
山
車
合
同
運
行
。
暑
さ
に
も
負

け
ず
、
初
日
の
分
を
取
り
戻
す
か

の
よ
う
に
、
参
加
者
は
祭
り
を
楽

し
ん
だ
。
30
ロ
ー
ド
で
全
て
の
山

車
が
す
れ
違
い
、
け
ん
か
太
鼓
や

エ
ー
ル
を
交
わ
す
15
山
車
別
れ

は
、
三
沢
ま
つ
り
の
締
め
括
り
。

　

今
回
の
祭
り
期
間
中
、
23
日
に

薬
師
町
祭
礼
の
山
車
が
故
障
。
お

通
り
で
は
、
隣
の
本
町
四
丁
目
祭

礼
が
山
車
を
一
緒
に
曳
か
せ
て
く

れ
、
本
町
四
丁
目
の
山
車
上
で
薬

師
町
祭
礼
が
音
頭
を
上
げ
太
鼓
を

叩
く
と
い
う
異
例
の
光
景
が
見
ら

れ
た
。
ま
た
、
26
日
の
お
還
り
で

も
、
薬
師
町
祭
礼
の
山
車
に
新
町

と
ふ
る
ま
き
祭
礼
か
ら
十
数
人
が

曳
き
子
の
助
っ
人
と
し
て
参
加
。

「
お
互
い
様
だ
よ
」
と
助
け
合
う
、

ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
が
あ
っ
た
。

　

別
れ
際
、
各
祭
礼
が
手
を
叩
き

た
た
え
合
い
、「
今
年
も
あ
り
が

と
う
。
ま
た
来
年
」
と
交
わ
す
言

葉
。最
後
ま
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る「
三

沢
ま
つ
り
」
は
、
こ
の
ま
ち
の
夏

最
大
の
祭
典
。

今年もやってきた三沢の夏祭り。

山車や祭りばやし、パレードなど、多くの催しにまち中の人々がにぎわった。
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大通り

幸町一丁目

中央町一丁目

岡三沢

中央町二丁目

桜町二丁目

新　町

三沢市職員互助会

本町四丁目

銀座連合町内会南町

大町連合町内会

祭りばやし競演会
審査結果
１ 位 平畑祭礼委員会
２ 位 三沢市職員互助会
３ 位 幸町一丁目祭礼委員会
４ 位 新町祭礼
５ 位 中央町二丁目祭礼委員会
特 別 賞 中央町一丁目祭礼委員会

ふるまき

薬師町

平　畑

最優秀賞「京劇  虎牢関  三英戦呂布」 中央町一丁目祭礼

優 秀 賞
「山車製作十周年記念『新・かぐや姫』」 平畑祭礼委員会
「自主製作十周年記念『神話  海幸彦・山幸彦』」中央町二丁目祭礼委員会
「碇知盛・壇ノ浦の戦い」 幸町一丁目祭礼委員会

特 別 賞
「南総里見八犬伝」 銀座連合町内会祭礼
「鬼平犯科帳『怨念の捕り物』」 南町祭礼委員会
「決戦川中島」 大通り祭礼

山車審査会
審査結果

三沢まつり 前夜祭

　５年振りに最優秀賞をいただき、本当にうれしい
です。（山車の自主製作が）10 周年ということで、三
沢でやったことのない題材にしました。ねぶたの昼
のイメージを取り入れて、柑

かんきつ

橘系の黄色を多くした
ことで印象のある山車になったと思います。京劇の
メイクも見所の一つ。一から勉強して作りました。
　今年もみんなの山車がすごい。来年は、もっと新
しいものを作っていきたいと思います。

太
お お た

田  慎
し ん ご

吾さん　中央町一丁目祭礼【山車審査会　最優秀賞】

ねぶたや京劇のイメージ取り入れ、 一から勉強しました

INTERVIEW

　私自身６年振りに大太鼓を叩いたので、自信なんて全くありませんでした。
まさかの１位に驚いています。
　子どもたちには「自分の意志に沿ってやりなさい」と言い続けてきました。
厳しくすることもあったのですが、それでも練習に来てくれました。また、練
習する中で、子どもたちと対話することを心掛けました。練習や学校での出来
事など、たわいもない話を一人一人と。そういった会話が大事なんだと思います。
　子どもたちには「本当によく頑張ってくれた。ありがとう」と伝えたいです。
この１位を機に、参加する子どもたちが増えてくれればいいなぁと思います。

森
もりかわ

川  美
み つ る

鶴さん（右）　平畑祭礼【祭りばやし競演会　１位】　（写真は同祭礼の船
ふなはし

橋  敬
け い う

生さんと）

子どもたちの意志に沿って、 対話をしながら

INTERVIEW

祭
り
ば
や
し
と
山
車
の
審
査
会

　

８
月
23
日
、
ミ
ス
ビ
ー
ド
ル

ド
ー
ム
に
、
各
祭
礼
が
自
作
し
た

山
車
15
台
が
集
結
。
山
車
が
放
つ

色
と
り
ど
り
の
光
に
囲
ま
れ
た
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
、午
後
６
時
か
ら
、

前
夜
祭
の
祭
り
ば
や
し
競
演
会
が

始
ま
っ
た
。

　

競
演
会
に
出
場
す
る
の
は
、
小

太
鼓
を
叩
く
小
学
生
５
人
と
笛
２

人
、
大
太
鼓
と
音
頭
上
げ
が
１
人

ず
つ
の
各
祭
礼
か
ら
９
人
。
事
前

の
抽
選
順
に
ス
テ
ー
ジ
上
で
６
分

間
の
演
奏
を
行
い
、
主
催
者
委
嘱

と
各
祭
礼
推
薦
に
よ
る
18
人
の
審

査
員
に
よ
っ
て
音
量
や
リ
ズ
ム
、

表
現
力
や
動
作
な
ど
演
奏
全
般
を

総
合
的
に
審
査
さ
れ
、
そ
の
得
票

数
で
順
位
が
決
定
す
る
。

　

ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
祭
礼
か
ら
選
ば
れ
た
精

鋭
。
演
奏
前
に
一
人
ず
つ
紹
介
さ

れ
る
と
、
祭
礼
の
仲
間
た
ち
か
ら

歓
声
や
応
援
の
声
が
上
が
っ
た
。

練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
緊
張
の

演
奏
だ
が
、
皆
、
凛り

り々

し
い
表
情

で
威
勢
よ
く
堂
々
と
演
奏
し
た
。

　

演
奏
終
了
後
、
先
に
行
わ
れ
て

い
た
山
車
の
審
査
結
果
に
続
き
、

祭
り
ば
や
し
競
演
会
の
結
果
が
発

表
さ
れ
た
。
長
い
時
間
を
か
け
て

練
習
し
、
製
作
し
て
き
た
努
力
が

報
わ
れ
た
瞬
間
。
応
援
し
て
く
れ

た
仲
間
や
共
に
競
っ
た
他
の
祭
礼

か
ら
湧
き
起
こ
る
拍
手
の
中
、
喜

び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
た
。

中央町二丁目 大町連合町内会 南　町

薬師町

ふるまき

大通り 銀座連合町内会

本町四丁目 幸町一丁目 三沢市職員互助会

平　畑 新　町 桜町二丁目 岡三沢

中央町一丁目

三
沢
ま
つ
り
前
夜
祭
は

各
祭
礼
が
祭
り
ば
や
し
と
山
車
で
競
う
場
で
も
あ
る
。

磨
い
た
技
と
重
ね
た
努
力
が
試
さ
れ
る
。
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1  新町
2  中央町二丁目
3  岡三沢
4  大通り
5  ふるまき
6  桜町二丁目
7  本町四丁目
8  幸町一丁目
9  銀座連合町内会

10  平畑
11  薬師町
12  南町
13  中央町一丁目
14  大町連合町内会
15  三沢市職員互助会

1

2

3 4

5 6

7

8 9

10

11

12

13

14

15

受
け
継
が
れ
る
も
の

　

各
祭
礼
で
異
な
る
祭
り
ば
や
し

は
、
地
域
に
受
け
継
が
れ
る
伝
統

文
化
。
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
が
得

る
の
は
、
囃は

や
し子

の
技
術
だ
け
で
は

な
い
。
大
人
か
ら
子
ど
も
が
集
ま

り
、
一
つ
の
事
に
向
っ
て
毎
日
の

よ
う
に
励
む
。
徐
々
に
衰
退
し
つ

つ
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中

で
、
こ
の
機
会
に
子
ど
も
た
ち
へ

伝
え
ら
れ
る
も
の
は
多
い
。

　

笛
や
太
鼓
の
上
手
な
子
ど
も
た

ち
が
選
手
に
選
ば
れ
る
こ
と
か
ら

生
ま
れ
る
向
上
心
。
ま
た
、
親
や

先
生
以
外
の
大
人
と
接
し
、
時
と

し
て
叱
ら
れ
る
こ
と
で
学
ぶ
社
会

道
徳
。
そ
し
て
、
幅
広
い
年
代
の

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る
と
、
年
上

の
子
ど
も
は
自
然
と
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
と
し
て
振
る
舞
う
よ
う

に
な
り
芽
生
え
る
年
長
の
自
覚
や

責
任
。
さ
ら
に
は
、
競
演
会
や
祭

り
を
通
し
て
の
達
成
感
や
喜
び
、

悔
し
さ
な
ど
、
ど
れ
も
子
ど
も
た

ち
の
成
長
に
大
切
な
要
素
だ
。

　

今
、
ど
の
祭
礼
で
も
、
祭
り
自

体
に
参
加
す
る
子
ど
も
が
年
々

減
っ
て
い
る
と
い
う
。
世
代
の
異

な
る
人
々
が
集
ま
り
、
一
つ
の
こ

と
を
目
指
し
て
日
々
励
む
機
会

は
、
現
代
で
は
貴
重
。
大
人
か
ら

子
ど
も
へ
、
そ
し
て
さ
ら
に
幼
い

子
ど
も
た
ち
へ
。
地
域
の
伝
統
と

教
え
を
受
け
継
ぎ
、
子
ど
も
た
ち

が
成
長
で
き
る
機
会
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
【
特
集
】
夏
の
祭
典　

完

同
じ
方
向
目
指
す
仲
間

　

夏
の
夕
方
、
ふ
と
気
付
く
と
、

開
け
た
窓
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
祭

り
ば
や
し
の
太
鼓
と
笛
の
音
。「
今

年
も
夏
が
来
た
」と
感
じ
る
瞬
間
。

　

市
内
に
15
あ
る
祭
礼
で
は
毎

年
、
７
月
下
旬
の
夏
休
み
の
始
ま

り
頃
か
ら
８
月
下
旬
の
三
沢
ま
つ

り
前
夜
祭
ま
で
、
お
盆
の
期
間
を

除
く
３
～
４
週
間
、
毎
日
の
よ
う

に
、
祭
り
ば
や
し
の
練
習
を
重
ね

る
。
神
社
、
集
会
施
設
、
空
き
店

舗
な
ど
、
練
習
場
所
は
祭
礼
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
夕
方
か

ら
夜
８
時
頃
ま
で
、
練
習
は
熱
心

に
続
け
ら
れ
る
。

　

祭
礼
は
、
町
内
会
や
近
隣
地
域

に
住
む
人
々
が
集
ま
っ
て
作
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
皆
顔
な
じ

み
。
小
太
鼓
は
小
学
生
が
、
小
太

鼓
を
卒
業
し
た
中
高
生
や
大
人
た

ち
は
、
笛
や
大
太
鼓
で
リ
ズ
ム
を

取
り
な
が
ら
指
導
す
る
。
小
太
鼓

を
叩
く
ば
ち
の
角
度
、
挙
げ
た
時

の
高
さ
、
速
さ
、
音
や
声
の
大
き

さ
、
な
ど
。
繰
り
返
し
何
度
も
練

習
を
重
ね
る
中
で
、
時
と
し
て
厳

し
い
指
導
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
で
も
、「
競
演
会
に
出
た
い
」

「
１
位
に
な
り
た
い
」「
上
手
く
な

り
た
い
」
と
い
う
互
い
の
気
持
ち

を
確
か
め
な
が
ら
、
大
人
も
子
ど

も
も
同
じ
方
向
に
向
か
っ
て
一
緒

に
歩
ん
で
き
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

目
標
の
一
つ
で
あ
る
前
夜
祭
の
祭

り
ば
や
し
競
演
会
で
は
、
結
果
に

か
か
わ
ら
ず
共
に
泣
き
、笑
え
る
。

地
域
で
異
な
る
祭
ば
や
し
は
、

　
　
　

受
け
継
が
れ
る
伝
統
文
化
。

大
人
か
ら
子
ど
も
へ
。

教
え
や
、
そ
の
機
会
は

　
　
　
　
　

受
け
継
が
れ
て
い
く
。
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▲再整備が計画されている駅正面口周辺

　

８
月
２
日
、
町
内
会
か
ら
市
政
に

対
す
る
要
望
な
ど
を
話
し
合
う
「
町

内
会
長
会
議
」
が
公
会
堂
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
自
主
的
に

組
織
さ
れ
る
町
内
会
は
、
ご
み
の
集

積
場
所
・
防
犯
灯
・
集
会
施
設
等
の

維
持
管
理
や
広
報
配
布
・
お
知
ら
せ

の
回
覧
、
防
犯
・
防
災
・
環
境
美
化

な
ど
、
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
議
に
は
、
連
合
町
内
会
の
川
畑

会
長
を
は
じ
め
、
約
80
人
の
町
内
会

長
が
出
席
し
、
地
域
の
人
々
が
常
日

頃
か
ら
考
え
て
い
る
意
見
や
要
望
を

市
に
伝
え
ま
し
た
。
市
側
は
種
市
市

長
を
は
じ
め
、
大
塚
副
市
長
、
消
防

長
、
各
部
課
長
ら
が
出
席
。
町
内
会

か
ら
挙
げ
ら
れ
た
要
望
事
項
25
件
の

一
部
に
つ
い
て
回
答
し
ま
し
た
。

　

そ
の
要
望
お
よ
び
回
答
の
概
要
は

以
下
の
通
り
で
す
。

三
沢
市
連
合
町
内
会

要
望　

災
害
時
も
情
報
を
受
信
で
き

る
よ
う
、
各
集
会
施
設
に
発
電
機
の

設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

回
答　

市
内
各
集
会
施
設
は
現
行
計

画
上
の
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
配
備
の
対
象
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
主
防
災
組
織

に
は
発
電
機
を
含
む
救
出
救
護
用
資

機
材
を
配
備
し
て
お
り
、
地
域
自
主

防
災
訓
練
を
通
じ
て
、
地
域
防
災
意

識
・
防
災
活
動
力
の
向
上
を
図
る
た

め
の
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

町内会長会議

き
続
き
、
各
町
内
会
や
ク
リ
ー
ン
指

導
員
の
皆
さ
ま
に
ご
指
導
い
た
だ

き
、市
も
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

東
部
地
区
町
内
会
連
絡
協
議
会

要
望　

除
雪
残
し
の
な
い
よ
う
作
業

後
に
再
度
点
検
す
る
な
ど
、
除
雪
業

者
へ
の
指
導
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

回
答　

近
年
の
除
雪
業
務
参
加
業
者

の
減
少
か
ら
、
少
な
い
除
雪
車
で
作

業
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
作
業
が
粗
雑
に

な
っ
た
地
域
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
冬
期
間
の
除

雪
作
業
は
、
地
域
の
方
々
の
生
活
と

交
通
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要

な
業
務
で
す
。
今
後
も
、
委
託
業
者

に
対
し
て
丁
寧
な
除
雪
作
業
を
厳
し

く
指
導
す
る
と
と
も
に
、
委
託
業
者

の
確
保
や
作
業
の
点
検
パ
ト
ロ
ー
ル

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

北
部
地
区
町
内
会
連
絡
協
議
会

要
望　

国
道
か
ら
旧
谷
地
頭
小
学
校

ま
で
の
道
路
と
農
免
道
路
と
の
交
差

点
に
信
号
機
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

回
答　

信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
は

青
森
県
公
安
委
員
会
の
所
管
事
項
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
三
沢
警
察
署
を
通

じ
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
林
で
見
通
し
が
悪
い
箇
所

に
つ
い
て
は
、
枝
払
い
や
草
刈
り
な

ど
で
改
善
す
る
と
と
も
に
、
路
面
表

示
の
薄
い
箇
所
を
塗
り
直
す
な
ど
し

て
、
交
差
点
に
近
づ
く
車
両
に
注
意

喚
起
を
促
し
な
が
ら
交
通
事
故
未
然

防
止
の
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

西
古
間
木
地
区
町
内
会
連
絡
協
議
会

要
望　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
三
沢

駅
周
辺
の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

回
答　

三
沢
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
現

在
、
庁
内
検
討
チ
ー
ム
を
組
織
し
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
を
含
め
た
整

備
に
向
け
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
周
辺
住
民
代
表
者

や
有
識
者
、
各
関
係
団
体
か
ら
の
意

見
を
集
約
し
、
周
辺
に
住
む
皆
さ
ま

と
の
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
基
本
構

想
策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

東
古
間
木
地
区
町
内
会
連
絡
協
議
会

要
望　

駅
東
側
の
古
間
木
川
に
自
転

車
も
通
れ
る
歩
道
橋
を
設
置
し
て
ほ

し
い
。

回
答　

現
在
、
古
間
木
川
周
辺
で
は

都
市
計
画
道
路
や
県
道
跨こ

せ
ん
き
ょ
う

線
橋
架

替
、
三
沢
駅
周
辺
整
備
な
ど
の
事
業

が
実
施
・
計
画
中
で
す
。
こ
れ
ら
の

供
用
開
始
後
、
交
通
の
流
れ
が
大
き

く
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
慎
重
に

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

中
央
地
区
町
内
会
連
絡
協
議
会

要
望　

カ
ラ
ス
対
策
に
不
可
欠
で
あ

る
、
ご
み
集
積
容
器
の
設
置
を
全
額

補
助
し
て
ほ
し
い
。

回
答　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
特

定
の
団
体
に
だ
け
全
額
補
助
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
カ
ラ
ス
対
策

に
最
も
重
要
な
の
は
、
ご
み
を
排
出

す
る
人
の
マ
ナ
ー
の
徹
底
で
す
。
ご

み
出
し
の
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
は
引

最
重
点
要
望
事
業

三
沢
空
港
発
着
路
線
の
拡
充
等

　

①
運
休
中
の
三
沢
―
札
幌
線
お
よ

び
三
沢
―
大
阪
線
の
復
活
②
新
規
航

空
会
社
に
よ
る
三
沢
空
港
就
航
誘
致

③
三
沢
―
東
京
線
の
４
便
体
制
復
活

三
沢
飛
行
場
第
二
滑
走
路
の
早
期
着

工
と
航
空
機
産
業
等
の
企
業
集
積

　

第
二
滑
走
路
の
早
期
着
工
と
三
沢

市
の
特
色
を
生
か
し
た
航
空
機
産
業

の
誘
致
を
要
望
。

青
い
森
鉄
道
三
沢
駅
周
辺
の
整
備

　

周
辺
地
域
の
活
性
化
と
生
活
交
通

確
保
・
維
持
の
た
め
、
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
整
備
を
含
む
三
沢
駅
周
辺
整
備

へ
の
全
面
的
な
支
援
・
協
力
を
要
望
。

英
語
教
育
拠
点
（
総
合
英
語
研
修
セ

ン
タ
ー
）
お
よ
び
県
立
高
等
教
育
機

関
の
設
置

　

企
業
・
団
体
・
学
校
の
海
外
事
前

研
修
や
、
教
員
の
学
び
の
場
の
機
能

を
併
せ
持
つ
総
合
英
語
研
修
セ
ン

タ
ー
の
設
置
と
、
国
際
交
流
型
学
園

都
市
構
想
の
中
核
と
な
る
県
立
高
等

教
育
機
関
の
設
置
を
要
望
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
推
進

　

集
団
移
転
跡
地
な
ど
の
利
活
用
に

着
目
し
た
積
極
的
な
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

の
誘
致
と
、
太
陽
光
発
電
関
係
の
企

業
集
積
を
要
望
。

　

７
月
25
日
、種
市
市
長
を
は
じ
め
、

大
塚
副
市
長
、
吉
田
教
育
長
ほ
か
関

係
部
長
ら
が
青
森
県
庁
を
訪
れ
、
平

成
25
年
度
の
重
点
事
業
要
望
に
つ
い

て
、
三
村
県
知
事
ほ
か
県
担
当
者
に

説
明
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
要
望
し
た
事
業
は
、
市
と

県
が
連
携
し
て
取
り
組
む
べ
き
事
業

や
、
広
域
的
な
推
進
が
必
要
な
事
業

16
件
。
中
で
も
、
特
に
必
要
性
の
高

い
５
件
を
最
重
点
事
業
と
し
、
種
市

市
長
は
三
村
県
知
事
に
そ
の
必
要
性

を
詳
し
く
説
明
し
な
が
ら
協
力
を
求

め
ま
し
た
。

平成 25 年度
重点事業に関する

要望説明会

地域の声を市政に

政
策
調
整
課
（
内
線
５
３
２
）

　

８
月
７
日
、
市
役
所
大
会
議
室
で

第
１
回
「
三
沢
駅
周
辺
整
備
基
本
構

想
検
討
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
、
三

沢
駅
周
辺
の
町
内
会
を
は
じ
め
、
商

工
会
や
観
光
協
会
、
交
通
・
観
光
関

連
企
業
の
代
表
者
や
市
内
高
校
の
学

校
長
ら
11
人
が
委
員
と
し
て
出
席
。

三
沢
駅
周
辺
整
備
の
在
り
方
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

市
の
『
陸
の
玄
関
口
』
で
あ
る
三

沢
駅
は
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
青
い
森
鉄
道
へ

の
移
管
や
十
和
田
観
光
電
鉄
鉄
道
線

の
廃
止
な
ど
、
そ
の
利
用
環
境
は
近

年
大
き
く
変
化
。
特
に
鉄
道
代
替
バ

ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
頻
繁
に

運
行
す
る
正
面
口
周
辺
は
、
朝
夕
の

混
雑
や
バ
ス
待
ち
合
い
場
所
の
整
備

な
ど
、
今
も
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
市
は
、
鉄
道
と
バ

ス
と
の
交
通
結
節
機
能
強
化
や
交
通

混
雑
の
解
消
、
周
辺
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な

ど
駅
周
辺
の
再
整
備
を
計
画
。
今
年

１
月
30
日
に
は
市
関
係
課
長
に
よ
る

「
三
沢
駅
周
辺
整
備
検
討
チ
ー
ム
」

を
組
織
し
、
駅
周
辺
の
土
地
現
状
な

ど
必
要
事
項
の
調
査
・
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
懇
談
会
で

聴
取
さ
れ
た
意
見
や
議
論
内
容
と
、

今
後
設
置
予
定
の
関
係
行
政
機
関
・

事
業
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る「（
仮

三
沢
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

称
）
三
沢
駅
周
辺
整
備
に
係
る
関

係
機
関
連
絡
協
議
会
」
で
の
実
務

的
な
協
議
・
検
討
内
容
を
集
約
・

反
映
し
て
、
三
沢
駅
周
辺
整
備
に

か
か
る
基
本
構
想
を
平
成
25
年
３

月
ま
で
に
策
定
す
る
予
定
と
の
こ

と
で
す
。

　

こ
の
日
、
事
務
局
で
あ
る
市
政

策
調
整
課
か
ら
、
交
通
機
関
や
土

地
・
建
物
利
用
状
況
な
ど
駅
周
辺

の
現
状
、
整
備
の
必
要
性
、
想

定
さ
れ
る
課
題
や
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
各

委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら

意
見
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
今
後
、
八
戸
工
業
大

学
の
教
授
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
加
え
、
来
年
３
月
末
ま
で
に
全

４
回
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

市政の動き
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三沢市総合振興計画

「人とまち みんなで創る 国際文化都市」を実現するための６つの基本方針
①健康で助け合うまちづくり（健康、医療、福祉、社会保障）

②環境と共生し安心できるまちづくり（自然・生活環境、基地対策、生活安全、防災、消防・救急）

③豊かな心と体を育むまちづくり（国際化、教育、文化、スポーツ）

④働き暮らせるまちづくり（雇用・新産業創出、農業、水産業、商業、観光）

⑤生活に便利なまちづくり（交通網、都市基盤整備・上下水道）

⑥健全で開かれたまちづくり（地域協働、行政改革）

基 本 構 想
平成 20 ～ 29 年度

まちづくりのビジョン

基本構想実現のための方針・手法
前期基本計画

平成 20 ～ 24 年度

後期基本計画
平成 25 ～ 29 年度

基本構想に付随する各種施策です。
社会情勢の変化などを考慮し、計画期間を
５年間ずつに分けて見直します。

児童扶養手当の支給要件が一部改正されました
家庭福祉課（☎ 51-8772）

　児童扶養手当は、父または母と離れて暮らす子どもを育
成する家庭の生活の安定と自立の促進、子どもの福祉増進
を図るために支給される手当です。
　８月１日から支給要件が改正になり、父または母が裁判

所からＤＶ保護命令を受けた子どもを監護
している場合も、支給要件に該当すること
となりました。児童扶養手当を受給するた
めには申請が必要となりますので、詳しく
はお問い合わせください。

　「地域のことは地域に住む人々が責任を持って決めることができる活気に満ちた地域社会づくり」を目
指して国が進める地域主権改革では、地域が自主性や自立性を高めて国と対等なパートナーシップの関
係を築くため、さまざまな業務・権限が地方に移譲されています。
　これまで青森県が担当していた下表の業務についても、平成 23 年８月の法改正により三沢市が担当
することになりましたので、お知らせします。

「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律」施行に伴い変更になった業務

関係する法律 業　務　内　容 担当・届出先

家庭用品品質表示法
家庭用品販売業者に対する業務報告の徴収および立入検査、指示または指示に従
わない旨の公表等、市民からの不適切な表示のおそれのある家庭用品についての
申し出の受理

生活安全課
（内線 316）

ガス事業法 ガス用品販売業者に対する業務報告の徴収および立入検査、ガス用品の提出

電気用品安全法 電気用品販売業者に対する業務報告の徴収および立入検査、電気用品の提出

消費生活用製品安全法 一般小売業者に対する業務報告の徴収および立入検査、消費生活用製品の提出

工場立地法 緑地面積等に関する地域準則の制定、特定工場の新設・変更等の届出の受理、氏
名等の変更、地位の継承に係る届出の受理など 産業政策課

（内線 280）
中小小売商業振興法 商店街整備計画、店舗型集団化計画、共同店舗等整備計画、商店街整備等支援計

画の認定、高度化事業者の事業の報告の徴収など

特定優良賃貸住宅の供
給の促進に関する法律

特定優良賃貸住宅の供給計画の認定、建設および管理に係る報告の徴収、改善命
令、取り消し

建築住宅課
（内線 260）

被災市街地
　　　復興特別措置法 被災市街地復興推進地域内の建築行為等の許可、原状回復命令

密集市街地における
防災街区の整備の
　　促進に関する法律

防災街区整備事業の施工地区内における建築行為等の許可、原状回復命令等、防
災都市計画施設の区域内における建築の許可、立入検査など

マンションの建替の
円滑化等に関する法律

マンション建替組合設立、個人が施行するマンション建替事業、マンション建替
事業の権利変換計画の認可、マンション建替組合に対する監督

公有地の拡大の推進に
　　　　　関する法律 都市計画施設区域内における土地譲渡の届出受理、土地買い取り希望の申出受理

都市整備課
（内線 270）

都市緑化法 緑化保全地域等における行為の届出の受理など、報告の徴収、立入検査など

土地区画整理法 土地区画整理事業施行地域内の建築行為の許可、原状回復命令

都市再開発法 市街地再開発促進区域における建築、土地の立入、建築物等の立入、土地の試掘
等の許可

社会福祉法 社会福祉法人の定款の認可、報告の徴収および検査、業務停止命令、解散命令 健康福祉部
（内線 383)

身体障害者福祉法 身体障害児等の自立支援（育成医療）に係る事務 家庭福祉課
（内線 381）

騒音規制法 騒音規制地域の規制、基準の設定、公表、関係行政機関への協力、自動車騒音の
状況の常時監視

環境衛生課
（内線 278）

悪臭防止法 悪臭規制地域の規制、基準の設定、関係行政機関への協力、公示

振動規制法 振動規制地域の規制、基準の設定、関係行政機関への協力

環境基本法 騒音の環境基準に係る地域の指定（航空機騒音および新幹線鉄道騒音に係るもの
を除く）

※今後の法改正による業務の担当・届出先の変更は、随時、市ホームページなどでお知らせします。
※詳しくは各担当課へお問い合わせください。

地
域
主
権
改
革
に
よ
り
一
部
業
務
の
届
出
先
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

三
沢
市
総
合
振
興
計
画

　
後
期
基
本
計
画
（
素
案
）
へ
の

　
　
　
　
　
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

三沢市の将来像と実現のための方針
　三沢市では、まちづくりの将来像とそれを実現するための事業（方針）などを記載した
三沢市総合振興計画を作成し、平成 20 年度からの 10 年間を期間として取り組んでいます。
三沢市総合振興計画は、まちづくりの基本的な方針やビジョンを定めた基本構想とそれを実
現するための方針や手法を定めた基本計画などで作られ、基本計画は社会情勢に対応した見
直しを図るため、前期・後期の５年毎に分けて実施しています。

後期基本計画（素案）へのご意見を募集します
　平成 25 年３月末をもって前期基本計画の５年間が経過することから、これまでの施策を
見直し、今後５年間のまちづくりの方針となる後期基本計画を作ります。より良い計画にす
るため、あなたのご意見をぜひお聞かせください。
応募方法　市ホームページ、市役所本館１階の情報公開コーナーと２階の政策調整課に「三  
　　　　　沢市総合振興計画　後期基本計画（素案）」を掲示しますので、①氏名②年齢③
　　　　　性別④住所（法人は名・所在地）④電話番号⑤素案に対するご意見を記載して、
　　　　　Ｅメール、ＦＡＸ、郵送などでご応募ください。
応募締切　10 月３日（水）必着
応募・問い合わせ先　政策調整課（内線 531）FAX 52-5655
　　　　　　　　　　〒 033-8666 三沢市桜町 1-1-38　Ｅメール seisaku@city.misawa.lg.jp

児童扶養手当の支給要件
　次のいずれかに該当する子どもを父母または養育者
が監護などしている場合に支給されます。
▶父母が婚姻を解消した子ども
▶父または母が死亡した子ども
▶父または母が一定程度の障害の状態にある子ども
▶父または母が生死不明の子ども
▶父または母が１年以上遺棄している子ども
▶父または母が裁判所から DV 保護命令を受けた子ども
▶父または母が１年以上拘禁されている子ども
▶婚姻によらないで生まれた子ども
▶棄児などで父母がいるかいないかわからない子ども
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熱
く
燃
え
た
ロ
ン
ド
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

終
わ
っ
て
み
る
と
過
去
最
多

の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
青
森
県

ゆ
か
り
の
選
手
た
ち
も
活
躍
す

る
な
ど
、
大
変
見
応
え
の
あ
る

も
の
で
し
た
。選
手
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

競
技
に
よ
っ
て
は
、「
初
の

メ
ダ
ル
！
」
や
「
数
十
年
振
り

の
メ
ダ
ル
！
」
な
ど
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
ま
ち
で
も
８
月
か

ら
「
県
内
初
の
市
役
所
で
の
パ

ス
ポ
ー
ト
申
請
・
受
領
！
」
や

今
月
「
２
年
振
り
の
み
さ
わ
港

ま
つ
り
！
」
な
ど
が
ご
ざ
い
ま

す
。

　

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
に
お
い
て

は
、
既
に
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

申
請
が
あ
り
、
海
外
旅
行
へ
行

か
れ
る
方
だ
け
で
な
く
、
記
念

と
し
て
申
請
さ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
。「
国

際
文
化
都
市
」
を
掲
げ
る
ま
ち

と
し
て
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
三
沢

漁
港
も
ほ
ぼ
復
旧
し
、
震
災
被

害
に
よ
り
昨
年
は
開
催
を
見

送
っ
た
「
み
さ
わ
港
ま
つ
り
」

を
２
年
振
り
に
開
催
で
き
ま
す

こ
と
は
、
本
当
に
嬉
し
い
限
り

で
す
。
ま
つ
り
に
ご
協
力
く
だ

さ
る
皆
さ
ん
に
も
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
さ
れ

た
選
手
の
皆
さ
ん
を
見
て
、
本

当
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
力

を
尽
く
し
た
結
果
で
あ
っ
た
と

感
じ
る
と
と
も
に
、
選
手
の
皆

さ
ん
の
、
周
囲
の
協
力
や
支
援

に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
が
印
象

的
で
し
た
。

　

当
市
も
こ
れ
か
ら
ま
だ
多

く
の
催
し
が
予
定
さ
れ
て
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

協
力
や
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
も
一

丸
と
な
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
よ
う
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

　
　
　

三
沢
市
長　

種
市
一
正

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
に

三沢元気プラン  プレゼンテーション大会開催のお知らせ

日　時　９月 15 日（土）10:30 ～（受付 9:30 ～）
場　所　公会堂
対象者　平成 24 年６月 15 日以前から三沢市に在住す
　　　　る 70 歳以上（昭和 17 年 9 月 16 日までに出生）
　　　　の方
※案内はがきと引き換えに、お弁当などをお渡しします。
　（引き換えは 14:00 まで）
※介護保険施設に入所されている方には、施設を通して
　記念品をお渡しします。

お手伝いしてくださるボランティアを募集します
募集期間　９月７日（金）まで
応募・問い合わせ先
　介護福祉課　高齢福祉係（☎ 51-8773）

敬老会を開催します
介護福祉課　高齢福祉係（☎ 51-8773）

　青森県交通災害共済組合（一日一円保険）に加
入している人が、交通事故や自転車によるけがで
病院に通院した場合は、治療日数に応じた見舞金
が支給されます。
　請求期限は事故に遭った日から１年以内です。
お気軽にお問い合わせください。
※平成 25 年３月末まで、平成 24 年度の加入も
　随時受け付けています。（会費 350 円）
問い合わせ先　生活安全課　安全係（内線 316）

交通・自転車事故に遭われた方は
見舞金の請求を忘れずに

早めのライト点灯と
　反射材の着用を心掛けましょう

生活安全課（内線 316）

　９月 21 日（金）～ 30 日（日）の 10 日間は、秋の
全国交通安全運動期間です。この時期は、交通量の増え
る秋の行楽シーズンであり、日没が早まることから夕暮
れ時の事故の多発が懸念されます。自動車・自転車の運
転者は早めのライト点灯、歩行者は反射材の着用を心掛
け、交通事故を未然に防ぎましょう。

日　時　10 月 3 日（水）13:30 ～（受付 13:00 ～）
　　　　13:30 ～「生きがいづくり教室活動発表会」
　　　　14:30 ～講演「笑いの効果で介護予防」
　　　　　　　   落語家・真打  三遊亭楽春  師匠
場　所　公会堂大ホール
入場料　無料

問い合わせ先　介護福祉課（☎ 51-8773）

介護予防講演会を開催します

笑いながら介護予防を

　一部の地域を対象に、就業構造基本調査を実施します。
この調査は、国民の普段の就業・不就業の状態を詳細に
把握することにより、雇用政策をはじめ経済政策などに
必要な基礎資料を得ることを目的
として実施するものです。
　９月から該当する地域の世帯へ
調査員が伺いますので、訪問した
際はご協力をお願いします。

就業構造基本調査を実施します
行政経営課　調査統計係（内線 222）三沢を元気にしたい！

と思っている市民が集まって
６つのアイデアを考えました。
７月から開催している「イベントコーディネーター養成講座」の受講者が、三沢を元気にしたい！という思いを
企画にまとめ、皆さんの前で発表します。まちの活性化について考える良い機会ですので、ぜひご来場ください。

特別審査員：藤浩志（アーティスト／十和田市現代美術館副館長）、森本千絵（三沢市出身アートディレクター、
　　　　　　　　　　作品は Mr.Children の CD ジャケットや NHK 連続テレビ小説のオープニング映像など）

９月 23 日（日）14:00 ～ 16:00　公会堂小ホール　入場無料
観覧ご希望の方は、事前にお申し込みください。
申し込み・問い合わせ先：三沢市雇用創造推進協議会 [ 産業政策課内 ]（内線 537）URL  http://misawa-koyou.jp/
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◀
自
ら
の
研
究
か
ら
三
沢
沿
岸
の
地
形
を
分
析
。

　
そ
の
特
徴
を
解
説
す
る
小
岩
教
授

地形の特徴を知り、災害に備える
防災講演会 ８月 10 日
　市では、過去の災害を教訓として「災害に強いまち」に生

まれ変わるためのさまざまな事業に取り組んでおり、防災・

減災には地域に住む人々の協力が不可欠であることから、皆

が共に防災意識を高めるための無料講演会を実施しました。

　この日、講師を務めたのは、弘前大学教育学部の小岩教授

と同大学大学院理工学研究科の片岡准教授。小岩教授は三沢

の地形の形成過程を追いながら、その特徴を解説し「自分の

居住地や勤務地、避難所の地形や地質、標高を知っておくこ

とが大切。津波が発生した場合は、より内陸の丘面に避難す

ることが望ましい」と話しました。会場となった公会堂小ホー

ルには地域の人々が多数集まり、三沢の地形や特徴を学びな

がら、これからの災害への対応を考えました。

◀
決
勝
戦
の
後
、
喜
び
に
輝
く
笑
顔
を
見
せ
る

　
木
崎
野
小
ク
ラ
ブ
の
選
手
た
ち

バレーボールを通じて生まれる交流
みさわ七夕カップ ７月 28・29 日
　バレーボールの技術とチームワークの向上を目指して毎年

開催されているこの大会が生み出すものの一つは、出場選手

間の交流です。今年も県内はもちろん、岩手県から宮城県ま

で 46 チーム・500 人以上の選手が集結。市内からは上久

保 VBC、木崎野小クラブ、岡三沢小 VBC、岡三沢ジャンプ、

三沢小 VBC、おおぞら VBC が出場しました。

　総合体育館ほか市内小中学校の体育館に分かれて、夏の暑

さに負けない熱戦・激戦を繰り広げる選手たち。気迫や闘志、

不屈の精神など、プレーを通じて刺激し合い、言葉以上の気

持ちが交わされたのではないでしょうか。最後まで勝ち残り、

頂点に輝いたのは木崎野小クラブ！ 2 年連続 9 回目の優勝

を果たしました。

パスポートの申請が手軽に
市民課にパスポート窓口を開設 ８月１日
　三沢市役所の市民課に開設されたパスポート（旅券）窓口

に、発給を求める人々が申請に訪れました。

　市町村庁舎内にパスポートの申請窓口が設置されるのは、

県内では三沢市が初。これまでは、県庁にあるパスポート窓

口と、八戸や十和田など 5 カ所の県合同庁舎内窓口分室で

しか申請できませんでしたが、８月から三沢市内に住んでい

る方は市役所市民課窓口でもパスポートの申請や受け取りが

可能になりました。ただし、旅券の発給には申請から 1 週

間程度の期間が必要とのことです。市担当者は「今後も、皆

さんがより手軽にパスポートを取得できるように努めたい」

と話していました。

◀
こ
の
日
、
開
設
と
と
も
に
窓
口
を
訪
れ
た
の

　
は
夏
休
み
旅
行
を
計
画
中
の
ご
夫
婦

◀
厚
さ
の
ば
ら
つ
き
に
苦
労
す
る
子
ど
も
た
ち
。

　
土
器
作
り
の
苦
労
を
体
験

夏休みに縄文式土器作りに挑戦 !
親子夏休み体験・土器づくり講座 ７月 27 日
　市内貝塚から出土した土器や土偶など、多くの資料を展示

する歴史民俗資料館は、自然や民俗を中心とした三沢の歴史

を長きにわたり伝えてきましたが、近年、利用者が減少。市

は同館活性化事業の一つとして、縄文式土器を自分の手で作

る体験教室を実施し、夏休み中の親子 20 組が参加しました。

　講師を務めたのは、八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館

で 10 年以上もボランティアで土器作りを教えてきた白石さ

ん。「土器作りを体験すると、博物館で縄文式土器を見たと

きに見方が変わりますよ」と話し、自ら作りながら作成方法

を参加者に教えました。また、今回は市の遺跡発掘作業員な

ど 10 人が補助として参加。子どもたちと２人３脚で土器を

作りました。

◀
笑
顔
と
涙
。
仲
間
と
喜
び
を
分
か
ち
合
う
姿

　
は
ト
ロ
フ
ィ
ー
以
上
に
輝
い
て
い
ま
し
た

三沢商業高校が県大会で金賞受賞
全日本吹奏楽コンクール青森県大会 ７月 28 日
　成績上位数団体に東北大会への出場権が与えられる吹奏楽

コンクール県大会が、27 日から 29 日まで 3 日間にわたっ

て開催され、市内からも三沢商業高校ら３校が出場しました。

　公会堂大ホールを埋める聴衆を前に、地区代表にふさわし

く堂々とした演奏を披露する各団体。時に激しく、時に繊細

に奏でられた美しいハーモニーは会場に響き渡り、聴衆を魅

了しました。全ての演奏が終わり、次々と成績が発表されて

いく中、手を握り締め、必死に祈る三沢商業高校吹奏楽部の

部員たち。東北大会出場権を持つ金賞の受賞が伝えられた瞬

間、弾けるようにあがる大きな喜びの歓声。鳴り止まない拍

手の中、涙が伝う頬を手で覆う姿は、極度の緊張と重圧から

解放された安心と喜びをかみしめているようでした。

「来てよかった」と言われるように
スカイプラザミサワに観光案内所開設 ８月４日
　三沢市観光協会は、市を訪れる人々から度々寄せられてい

た観光案内所を求める声に応え、常駐するアテンダントが観

光や宿泊、物産などの情報を的確に提供する観光案内所をス

カイプラザミサワ１階に設置しました。

　開設当日には同案内所でセレモニーを実施。アテンダント

の１人である宮本さんは「案内所にいらっしゃるお客様一人

一人に、一期一会の気持ちを忘れず接したいです。笑顔を忘

れず、お客様に『三沢に来てよかった。ありがとう』と言わ

れるよう頑張りたいと思います」と意気込みを話しました。

案内所カウンター横には、この日発売されたミス・ビードル

号の模型を並べて PR。また、有料で１日借りることができ

るレンタサイクルの受付も実施しているとのことです。

◀
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
情
報
が
入
手
で
き
る
案
内

　
所
の
活
躍
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す

※ホームページの「できごと通信」では、さらに多くの出来事をご紹介しています！

　▶ http://www.city.misawa.lg.jp/

◀果敢にボールを追う鈴木隼人選手

　三沢市で車いすテニスの国際大会を開催したい

との想いから、青森県車いすテニス協会の主催で

2005 年にスタートしたこの大会。毎年開催を続

ける中で少しずつ規模も大きくなり、2008 年、

主催者の想いが実って国際大会に認定されていま

す。今大会には全国から 39 人の選手が出場し、南山テニ

スコートの強い日差しにも負けず、トーナメント方式で戦

いました。

　車いすテニスは、テニス本

来の技術に加え、腕だけで正

確かつスピーディーに車いす

をコントロールする技術も求

世界大会を目指して
三沢国際車いすテニス大会

７月 26 ～ 29 日

▼北海道から九州まで、全国から集まった選手たち

できごと

つうしん

められるハードなスポーツ。コートを縦横無尽に動きな

がらボールを打ち、ラリーを交わすには相当の練習が必

要です。三沢市から出場した橘信宏選手と鈴木隼人選手

も、鍛えた巧みな車いすさばきで、全国から集まった猛

者にひるむことなく果敢に挑み、好プレーを生み出して

いました。

　期間中、選手同士やボランティア参加者との交流が数

多く生まれていたこの大会。これからの大会の継続と、

さらなる発展のための絆がより強まったことでしょう。
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1  七夕飾りを楽しむ浴衣姿の人々
2  七夕飾りにはしゃぐ子ども
3  昔懐かしい道具で遊ぶ子どもたち
4  スカイプラザミサワ前特設ステージで

　  のダンスコンテスト

1

23

4

5

6

5  収穫体験で掘ったにんじんを手に、満面の笑みを浮かべる子ども
6  酪農家自慢の牛が一堂に会す共進会

7  寺山修司の青春時代を語るトーク
　  ショー
8  三上博史氏による手紙の朗読
9  福士氏と岡三沢神楽の舞踏コラボ

　  レーション

7

8

9

10  MUSIC  MUSEUM 初参加の高校生バンド
11  JAZZ  MUSEUM で演奏するジャズバンド
12  三沢高校の生徒がボランティアでイベント
　 をサポート。また、三沢商業高校の生徒が
　 地元特産品を使ったオリジナル商品を販売
　 するなど、寺山修司が過ごした三沢での青
　 春時代を今生きる若者たちも、イベントを
　 盛りあげる一役を担う

10

11

12

　強い日差しの中、道の駅みさわ斗南藩記念観光村「くれ

馬ぱ～く」横に作られた特設ステージでは地域芸能発表会

やフラダンスショーなどの各種催しが続き、隣接する特設

テントの中には家族で楽しめるバーベキューコーナーが開

設。その周囲にも、さまざまなグルメ屋台が出店し、来場

者を楽しませました。

　ファームフェスタといえば欠かせないのが農業体験。地

元ボランティア活動団体「やるべ～会」が育てた大根とに

んじんの収穫や、地元酪農家の協力による牛の乳搾りなど、

貴重な農業体験が来場者に提供されました。また、併催さ

れた「畜産共進会」には、酪農家が自信を持って送り出し

た見事な牛 40 頭が参加。経産・未経産などの区分ごとに、

グランドチャンピオンの栄誉が与えられました。

　昨年は畜産農家も東日本大震災の影響を大きく受け、牛

乳処理工場停止による牛乳廃棄や飼料工場操業停止による

餌不足など、厳しい状況が続いたとのことです。主催者で

ある、おいらせ農業協同組合の千葉代表理事組合長は、開

会式で各方面からの支援に感謝。また「畜産共進会は三沢

市の乳牛の品質の良さと酪農家の飼育技術の高さを知って

いただける場。一頭一頭きれいに管理された牛を見ると、

改めて酪農家の牛に対する愛情を感じます」と話し、来場

者に農業の魅力を伝えていました。

農業の魅力を知るフェスティバル
ファームフェスタ in 斗南 ８月５日

みさわ七夕まつり

　商店街やアメリカ広場を会場に開催されたこの祭り

の見どころは、何といっても七夕飾り！企業や商店、

官公庁ら各団体が趣向を凝らして作った色とりどりの

飾りが、歩行者天国として解放された商店街にずらり

とつられ、多くの人々の目を楽しませました。地面ま

で伸びた飾りの吹き流しをくぐるたびに、子どもたち

は大はしゃぎ。夕方からライトアップされ夜空を彩っ

た七夕飾りの美しさは、訪れた人々の大切な思い出の

一つとなったことでしょう。

　また、今回初めての催し「三沢が彩る『昭和の夏祭

り』」では、アメリカ広場中央にやぐらを組み、けん

玉やメンコといった昔懐かしい遊び道具や浴衣姿での

踊り、花火などで「古き良き時代の夏祭り」を再現。

その他にも、地元グルメを中心に集まった数々の屋台

に、バンド演奏やダンスコンテスト、ストリート綱引

きなど多彩な催しが盛りだくさんだった今年の七夕ま

つりは、親子や友だち同士、色鮮やかな浴衣や涼しげ

な甚平姿で訪れた人々でにぎわいました。

夜空も人も彩る祭り
７月 27 ～ 29 日

寺山修司からの手紙／８月４日
　同人誌「牧

ぼくようしん

羊神」で寺山修司と同人だった山形健次

郎氏と九條今日子さん（寺山元夫人）を寺山修司記念

館に迎え、同館の佐々木館長と寺山修司の青春時代

を語るトークショーが開催されました。詩人でもある

佐々木館長に好きな寺山修司の俳句を問われた山形氏

は「他の人とは違って故郷の感覚が出ているものが多

く、東北・故郷に根差した俳句がある」と話し、寺山

修司にまつわる貴重な思い出を語り合いました。

　その後は、舞踏家・福士正一氏と岡三沢神楽のコラ

ボレーションが実現。さらには、俳優である三上博史

氏が、エミ・エレオノーラさん（ミュージシャン）奏

でる BGM のもと、同館企画展に展示中の「寺山修司・

若き日の手紙」を情緒豊かに朗読しました。

　また、屋外スペースには開館 15 周年企画展 vol.1

に登場した「寺山修司遊びの劇場ムシムシコロコロ・

パーク」が復活。木工造形作家・simizzy（シミージー）

が作った木製の体験型オブジェが並び、遊びながら想

像力を巡らせる子どもたちであふれていました。

文学と自然のコラボレーションで寺山修司に迫る
寺山修司記念館フェスティバル 2012 夏

　「百年たったら 帰っておいで 

百年たてば その意味わかる」と

かつて言葉を残した寺山修司。

彼の文学の原点といわれる三沢

に建つ寺山修司記念館と、同じ

く縁深い世田谷文学館を会場に

開催されるこの企画展では、寺

山修司が書いた書簡を通して青

春時代を再検証し、創作の原点

でもある文学的側面を探る。

　展示の一つ「青春時代の書簡」

コーナーでは、その後に『牧羊神』

で共に活動する山形健次郎氏と

松井牧歌氏、三沢を離れてから

も母のように慕った中野トクさ

んへ宛てた手紙、約 120 点を展

示。中でも寺山修司が松井牧歌

氏に宛てた手紙類の公開は今回

が初公開となる。

　書簡の周囲に展示したのは、

書簡の内容を子どもにも見やす

く抜粋した「言葉のパネル」。寺

山修司の残した言葉に対し「百

年後の謎解きをするのは、私た

ちではなく次の世代の子どもた

ち。十代の頃の寺山修司の思想

を子どもたちに伝えていく中で

百年の謎は解けていくのではな

いでしょうか」と企画展スタッ

フは話し、現代の若者と寺山修

司の『出会い』に期待を寄せて

いる。

期　間

　前期：開催中～ 10 月 21 日（日）

　後期：10 月 27 日（土）～　

　　　　平成 25 年１月６日（日）

入館料　一般 500 円（企画＋常設）

　　　　高大 100 円、小中 50 円

※土曜日は小中学生無料

問い合わせ先

　寺山修司記念館（☎ 59-3434）

寺山修司記念館
開館 15 周年記念企画展 vol.2

帰ってきた寺山修司

TERAYAMA  MUSIC  MUSEUM vol.3
（テラヤマ ミュージック ミュージアム）／８月５日
　「三沢のこれからを担う若者たちに文化活動

を楽しめる場を提供したい」という三沢音
お ゆ う ぎ

遊戯

会の想いに、音楽やダンスなど、地元で活躍す

る約 30 組が集まり、寺山修司記念館で約 11

時間にわたる野外ライブが開催されました。

　開催３年目となる今回、初めて高校生バンド

が参加し、出演者・参加者共に昨年より増加。

さらなる盛り上がりを見せました。また、音遊

戯会メンバーの一人が東日本大震災で被災した

ことから「自分たちにも何かできないか」と、

復興のための募金を呼び掛けていました。

TERAYAMA  JAZZ  MUSEUM vol.1
（テラヤマ ジャズ ミュージアム）／８月 19 日
　寺山修司記念館屋外ステージで、市内を中心

に集まった５組のバンドによるジャズライブが

開催されました。

　ジャズが好きだったという寺山修司。「寺山

修司がいた頃のように、三沢でもっとジャズが

聴きたい」。そんな想いを持ったジャズ奏者や

愛聴家など多くの人々が集まり、その魅力に酔

いしれました。バンドは違えど、ジャズという

強いつながりで結ばれている奏者たち。今回の

イベントは、地元ジャズ奏者の交流を深める

きっかけにもなっているようでした。
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広 告広 告

５日（水）・19 日（水）
10 月３日（水）

13 時～ 16 時

11 日（火）
13 時～ 16 時

25 日（火）
13 時～ 16 時

10 日（月）
10 時～ 15 時

第２・４木
9 時 30 分～ 15 時

20 日（木）
13 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 17 時

随時
電話相談可

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週火
10 時～ 15 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週土
9 時～ 11 時 30 分

毎週月～金
8 時 15 分～ 16 時

上
十
三
男
女
共
同
参
画
ま
つ
り

ご
家
族
で
お
越
し
く
だ
さ
い

　

落
語
も
聞
け
る
オ
モ
シ
ロ
講
演

会
や
朗
読
劇
、絵
本
読
み
聞
か
せ
、

ご
当
地
食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

講
演
会
参
加
者
に
は
長
い
も
（
数

量
限
定
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

と　

き　

10
月
８
日
㈪
㈷

　
　
　
　
　
　

11
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

十
和
田
市
民
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

※
無
料
託
児
所
あ
り
（
要
予
約
）

▼
問　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
７
ー
７
３
２
ー
１
０
８
５
）

航
空
科
学
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

お
茶
会
＆
お
月
見
会

　

裏
千
家
の
先
生
と
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
中
秋
の
名
月
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
？
当
日
は
ぜ
ひ
浴
衣
で
♪

と　

き　

９
月
29
日
㈯
18
時
～

と
こ
ろ　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス　

他

参
加
料　

３
０
０
円

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　

９
月
19
日
㈬
～

▼
問　

県
立
三
沢
航
空
科
学
館　

　
　
　
　
　
（
☎
50
ー
７
７
７
７
）

中
央
公
園
ま
つ
り

家
族
・
友
達
と
秋
の
公
園
を
満
喫

　

多
彩
な
シ
ョ
ー
や
展
示
、
豊
富

な
物
販
が
公
園
で
楽
し
め
ま
す
！

と　

き　

９
月
23
日
㈰
10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

中
央
公
園

▼
問　

㈶
公
園
緑
化
公
社

　
　
　
　
　
（
☎
51
ー
２
８
２
０
）

市
民
ウ
ォ
ー
ク
の
集
い

漁
港
を
歩
い
て
み
よ
う

と　

き　

９
月
23
日
㈰
９
時
30
分
～

と
こ
ろ　

三
沢
ビ
ー
ド
ル
ビ
ー
チ

参
加
料　

子
ど
も　

無
料

　
　
　
　

大
人　
　

５
０
０
円

申
込
締
切　

９
月
21
日
㈮

※
歩
い
た
後
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が

　

あ
り
ま
す
。
お
に
ぎ
り
、
飲
み

　

物
等
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
問　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
７
３
）

市
民
の
森　

ふ
る
さ
と
塾

秋
ア
ジ
サ
イ
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

と　

き　

９
月
21
日
㈮
10
時
～

と
こ
ろ　

市
民
の
森　

趣
味
の
家

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

５
０
０
円

申
込
締
切　

９
月
14
日
㈮

▼
申
問　

ふ
る
さ
と
塾

（
☎
０
８
０
ー
１
６
９
４
ー
２
３
２
２
）

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

受
講
し
ま
せ
ん
か

と　

き　

９
月
29
日
㈯
14
時
～

　
　
　
　
　
（
受
付
13
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　

公
会
堂
３
階

　
　
　
　

第
８
・
９
・
10
集
会
室

演　

題　
「
三
沢
市
の
魅
力
」

講　

師　

先
人
記
念
館　

学
芸
員

　
　
　
　
　
　

堀
内　

彩
子　

氏

受
講
料　

無
料

▼
問　

公
会
堂
（
☎
53
ー
８
７
１
１
）

浄
化
槽
の
維
持
管
理

浄
化
槽
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
法
で
は
、
①
定
期
的
な

保
守
点
検
②
年
１
回
の
清
掃
③
法

定
検
査
の
受
検
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の
機
能
を
維

持
す
る
た
め
に
、
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
の
使
用
開
始
や

廃
止
、
所
有
者
を
変
更
す
る
際
に

は
届
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問　

環
境
衛
生
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
７
９
）

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

敷
地
内
が
禁
煙
と
な
り
ま
し
た

　

妊
産
婦
や
乳
幼
児
な
ど
、
訪
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
の
受
動

喫
煙
を
防
ぐ
た
め
、
駐
車
場
を
含

む
当
施
設
の
敷
地
内
は
９
月
１
日

か
ら
禁
煙
と
な
り
ま
し
た
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問　

健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
７
６
）

法
務
局
休
日
相
談
所
（
無
料
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

と　

き　

９
月
23
日
㈰
10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

青
森
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

十
和
田
支
局

▼
問　

青
森
地
方
法
務
局
十
和
田

市
局
（
☎
23
ー
２
５
７
１
）

司
法
書
士
法
律
相
談
会
（
無
料
）

困
り
ご
と
や
悩
み
相
談
応
じ
ま
す

と　

き　

10
月
５
日
㈮
17
時
～
20
時

と
こ
ろ　

十
和
田
市
中
央
公
民
館

▼
問　

青
森
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
１
７
ー
７
７
６
ー
８
３
９
８
）

あ
お
も
り
10
市
（
と
し
）
大
祭
典

県
内
10
市
の
祭
り
や
食
が
大
集
合

　

祭
り
パ
レ
ー
ド
や
各
市
の
グ
ル

メ
、
物
産
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

と　

き　

９
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
19
時

と
こ
ろ　

新
青
森
駅
東
口

▼
問　

青
森
市
観
光
課

（
☎
０
１
７
ー
７
３
４
ー
５
１
７
９
）

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

図
書
館
シ
ネ
マ
（
上
映
会
）

タ
イ
ト
ル　

ウ
ィ
ニ
ン
グ
・
パ
ス

　
　
　
（
主
演
・
松
山
ケ
ン
イ
チ
）

と　

き　

９
月
８
日
㈯
13
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

語
り
聞
か
せ
（
は
ま
な
す
の
会
）

と　

き　

９
月
８
日
㈯
10
時
～

と
こ
ろ　

１
階
こ
ど
も
室

本
と
遊
ぼ
う
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊

　

絵
本
を
た
く
さ
ん
載
せ
た
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
が
来
て
、
紙
芝
居
や

読
み
聞
か
せ
を
す
る
他
、
絵
本
を

自
由
に
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と　

き　

９
月
15
日
㈯
10
時
～

と
こ
ろ　

正
面
駐
車
場
、
こ
ど
も
室

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

身
近
な
疑
問
や
興
味
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
調
べ
、
ま
と
め
た
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
締
切　

10
月
５
日
㈮

※
参
加
料
は
全
て
無
料
で
す
。

▼
申
問　

図
書
館

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
６
０
４
０
）

公
開
デ
ー
２
０
１
２

多
数
の
来
場
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

研
究
施
設
や
成
果
の
公
開
、
畑

作
物
・
稲
作
の
相
談
、
ミ
ニ
講
座
、

加
工
試
作
品
の
展
示
・
試
食
、
新

鮮
野
菜
の
販
売
も
実
施
。

と　

き　

９
月
７
日
㈮
９
時
～
16
時

と
こ
ろ　

県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

（
旧
十
和
田
観
光
電
鉄
大
曲
駅
向
）

▼
問　

県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
野

菜
研
究
所
（
☎
53
ー
７
１
７
１
）

●法律相談（法テラス青森主催）
問 法テラス青森（☎ 050-3383-5552）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名・受付条件あり

●法律相談（社会福祉協議会主催）
問 場 社会福祉協議会（☎ 52-3270）
※要電話予約・先着６名

●法律相談（市主催）
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名

●人権・行政相談
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室

●人権・困り事相談
問 人権・困り事相談所（☎ 52-7083）
場 市民活動ネットワークセンターみさわ（旧ふれあいの館）

●創業・起業相談（21 あおもり産業総合支援センター主催）
問 産業政策課（内 224）
場 市役所別館２階  図書室　※要電話予約

●教育相談
問 場 国際交流教育センター内教育相談室（☎ 53-6060）

●家庭児童・婦人相談
問 場 家庭福祉課（内 381）

●育児・子育て支援相談
問 場 三沢地域子育て支援センター（☎ 53-1176）
問 場 ぴこりんパーク（☎ 53-7772）

●育児・子育て支援相談
問 場 みさわファミリーサポートセンター（☎ 50-1518）

●消費者生活相談
問 県消費生活センター八戸相談室（☎ 0178-27-3381）

●警察安全相談
問 三沢警察署総務課（☎ 53-3145　内 217）

●犯罪被害者支援相談
問 青森県地方検察庁被害者ホットライン

（☎ 017-722-1234）

●がん・緩和ケア・医療相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内

（☎ 51-1375）

●介護・福祉相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内（☎ 51-1375）

上
級
救
命
講
習
会

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

と　

き　

９
月
16
日
㈰

　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
30
分

と
こ
ろ　

消
防
本
部
２
階
講
堂

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

　
　
　
　

７
人
以
下
の
場
合
は
中
止

内　

容　

成
人
お
よ
び
小
児
・
乳

　
　
　
　

幼
児
の
心
肺
蘇
生
法
や

　
　
　
　

異
物
除
去
法
、止
血
法
、

　
　
　
　

搬
送
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

　
　
　
　

用
方
法
な
ど

受
講
料　

無
料

申
込
締
切　

９
月
９
日
㈰

▼
申
問　

消
防
署
救
急
係

（
☎
54
ー
４
２
１
２
内
線
２
１
８
）

太
極
拳　

体
験
教
室

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

と　

き　

①
９
月
８
日
、
15
日
、

　
　
　
　
　

29
日
の
土
曜
日

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時

　
　
　
　

②
９
月
11
日
、
18
日
の

　
　
　
　
　

火
曜
日　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

19
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家

※
当
日
は
バ
ス
タ
オ
ル
と
内
履
き

　

を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

参
加
料　

無
料

▼
問　

三
沢
市
武
術
太
極
拳
連
盟

　
　
　
　
　
（
☎
52
ー
６
８
７
５
）

　心身ともに健康で明るく生き生きと暮らす健康家族と
住みよい地域社会を目指し、人生の目標となる身近な方
を発掘、表彰しています。
　広く県民に勇気や感動を与え、模範になると自他とも
に認め推薦が得られる方、またはご家族を募集します。
募集対象

種　　類 内　　容

県民社会奉仕
　　　グランプリ

おおむね 20 年以上、地域社会のため
に奉仕活動等を地道に実践している方

県民活き活き老人
　　　グランプリ

おおむね 20 年以上、スポーツ、芸術、
趣味等を行ってきている 85 歳以上の
元気な方

県民徳行学生
　　　グランプリ

親を手助けまたは親代わりとなって家
族を支えながら学業に励んでいる学生

（高校・大学）

県民大家族
　　　グランプリ

親と何世代にもわたり、生活を共にし
てきている明るく元気で活力のある大
家族

県民子宝家族
　　　グランプリ

子宝に恵まれ、明るく元気で活力のあ
る家庭を築いている家族（母親 45 歳
未満）

応募方法　推薦申請書に顔写真１枚と応募内容を証明で
　　　　　きる写真、資料などを添えて郵送
応募締切　９月 30 日（日）

★推薦申請書様式請求・応募・問い合わせ先
　一般財団法人　青森県社会奉仕振興会　田澤
　　　　　　　　　　　　　（☎・FAX　017-743-4107）
　〒 030-0953 青森市大字駒込字蛍沢 289-27

INVITE
第６回 「県民グランプリ」 募集
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お
知
ら
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催 
し

催 
し

催 
し
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集

募 

集



　地域の再生のため、率先して復興へ向け行動・活動して
いる畠山重篤氏を講師に迎え、氏が体験してこられた試練・
修練を聞くことで、諦めず挑戦し夢と希望をもつことの素
晴らしさを学び、来場者が自身に潜在している魅力を見つ
け出す機会をつくるための講演会を開催します。
日 時　９月７日（金）18:30 ～（開場 17:30 ～）
場 所　公会堂小ホール
定 員　279 人（先着順）
参 加 料　無料
※入場には三沢青年会議所で配布する整理券が必要です。
★問い合わせ先　社団法人　三沢青年会議所（☎ 53-3231）

LECTURE
畠山重篤氏 講演会

日 時　10 月８日（月・祝）9:00 ～ 16:00
参 加 料　無料（材料費は自己負担）
申込方法　各施設窓口へお申し込みください（当日可）

イベント 時　間 場　所 定員 対象・材料費

開会セレモニー    9:10 ～   9:50
総合体育館

（☎ 53-1218）ミニバスケットボール
スキルチャレンジ教室 10:00 ～ 16:00 150 人 対 10 歳以下

剣道体験教室

10:00 ～ 11:30 武道館
（☎ 57-0050）

20 人
対 小～高校生

空手体験教室 30 人

太極拳教室 20 人

カポエラ体験教室 20 人

水中レクリエーション
（バスケット、宝探し  他）    9:45 ～ 12:15 温水プール

（☎ 59-3850）
40 ～  
90 人 ※

カーリング体験会 10:00 ～ 11:45 三沢アイス
　　アリーナ

（☎ 57-2100）
50 人

氷上ボーリングゲーム　他 13:00 ～ 14:00

ひば細工（ひばトンボ）
10:00 ～ 16:00

市民の森
　　温泉浴場

（☎ 59-2246）

30 人 材材 1000 円

さき織り（花瓶敷） 20 人 材材 1000 円

【観戦】高校テニス大会   9:00 ～ 15:00
南山
テニスコート

（☎ 51-2091）

観戦のみ

初心者テニス教室 10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00 30 人 2 時間×２回

的あてゲーム 13:30 ～ 15:00 30 人

【観戦】ソフトボール交流戦   9:00 ～ 11:00 南山
屋外運動場

（☎ 51-8105）

観戦のみ

ソフトボール体験 11:15 ～ 12:15 50 人 対 小３年以上

※詳しくはお問い合わせください。
★問い合わせ先　㈶三沢市自治振興公社（☎ 51-1930）

SPORTS & LECTURE
チャレンジ　市民ひとり一芸一スポーツ交流祭

期　間　９月１日（土）～ 11 月 11 日（日）
場　所　公会堂

公　　演 開催日時 入場料

太鼓フェスティバル  ９月 17 日（月・祝）13:00 ～ 前売 2,000 円
当日 2,500 円

五流派華道展  ９月 23 日（日） 10:00 ～ 16:30

お茶席 ９月 23 日（日） 10:00 ～ 15:30

日本舞踊公演  ９月 30 日（日） 10:00 ～ 16:00 2,000 円

吹奏楽
　トップコンサート 10 月  ７日（日） 12:00 ～ 17:00 800 円

合唱祭 10 月 21 日（日） 13:00 ～ 16:00

吟剣詩舞道三沢大会 10 月 21 日（日） 10:30 ～ 15:30

洋舞合同公演 11 月  ４日（日） 13:00 ～ 16:00

オープニングセレモニー
日　時　９月 23 日（日）12:30 ～ 15:30
場　所　公会堂大ホール
　▶第１部／式典
　▶第２部／公演
　　「南部の魂

ソウル

　南部祭囃子と
　　　　　　　　南部盆踊りナニャトヤラ」

★問い合わせ先
　三沢市文化協会事務局　石橋（☎ 53-1415）

EVENT
青森県民文化祭

　道路交通法を守って設定コースを運転。簡単なクイズで
交通安全を学び、豪華賞品を獲得しよう！
日　　時　９月 30 日（日）8:30 ～ 13:00 頃（雨天決行）
場　　所　ミスビードルドーム
参加資格　▶三沢警察署管内に居住・勤務していること
　　　　　▶参加車両は乗用車（または準ずる車両）とし、
　　　　　　任意保険に加入していること。
　　　　　▶運転手とナビゲーター（中学生以上）の２人
　　　　　　以上で参加できること
定　　員　100 組（先着順）
参加料　１組 1,500 円（２人分のお弁当付）
申込締切　９月 21 日（金）
★申し込み・問い合わせ先
　三沢地区自動車協会（☎ 53-2894）

EVENT
交通安全家族クイズラリー

　昨年３月の東日本大震災で被災した四川目地域の国有防風保安林
（大字三沢字浜通）の復旧工事が完了しました。昨年 12 月に契約し
たこの工事では、津波で破損した 220m にわたる防潮護岸や根固工
などを復旧し、2ha のクロマツ林を再生。７月末をもって無事、検査
が終わりました。工事に必要な用地の提供や再生記念植樹など、ご協
力いただきました地域の皆さまに感謝申し上げます。
★問い合わせ先　三八上北森林管理署（☎ 23-3551）

INFORMATION
四川目地域の治山工事が完了しました

日 時　

場 所　三沢アイスアリーナ
対 象　年長から小学校３年生まで
定 員　各 25 人（先着順）
参 加 料　1000 円（滑走料７回分）
申込方法　保護者、家族が直接お申し込み下さい
申込期間　９月 11 日（火）9:00 ～
　　　　　　　　　　　　　　定員になり次第終了
※当日は手袋、帽子、防寒具、スケート靴（レン
　タルは 300 円）をご準備ください。
★申し込み・問い合わせ先
　三沢アイスアリーナ（☎ 57-2100）

LECTURE
アイスホッケー・フィギュアスケート教室

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

 ９月 18 日（火）

18:15 ～ 19:00

　　  20 日（木）
　　  22 日（土）
　　  25 日（火）
　　  27 日（木）
　　  29 日（土）
10 月  ２日（火）

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

 ９月 22 日（土） 11:00 ～ 11:45
　　  23 日（日）

15:30 ～ 16:15
　　  30 日（日）
　　  26 日（水）

17:15 ～ 18:00
10 月  ３日（水）
　　  17 日（水）
　　  24 日（水）

　リンクを利用する希望者に、アイスアリーナ職
員が 20 分程度、初心者向けのレッスンをします。
日 時　10 月の毎週火・木曜日　
　　　　　一般開放時間内
場 所　三沢アイスアリーナ
指 導 料　無料（滑走券が必要）

LECTURE
ワンポイント  スケートレッスン

日 　 時　10 月 13 日、20 日、11 月３日、17 日、
　 　 　　12 月１日の土曜日 10:00 ～ 12:00
場 　 所　総合体育館　体育場
内 容　硬式、ラージボール
対 　 象　小学生以上
受 講 料　大人 1,000 円、高校生以下 500 円
定 　 員　20 人（先着順）
申込締切　10 月３日（水）
※当日は運動しやすい服装で、
　室内シューズ、汗拭きタオル
　をお持ちください。

★申し込み・問い合わせ先
　総合体育館（☎ 53-1218）

LECTURE チャレンジ！市民ひとり一芸一スポーツ

卓球教室　脳と身体の健康づくり！

　果樹試験圃場を公開する他、ぶどう・なし等果実の展示・
試食、果樹栽培相談、場内生産物の販売など。
日　　時　９月 12 日（水）9:00 ～ 16:00
場　　所　りんご研究所県南果樹部（五戸町大字扇田字長下夕 2）
★問い合わせ先
　りんご研究所県南果樹部（☎ 0178-62-4111）

EVENT
りんご研究所県南果樹部　参観デー

諦めず挑戦！！
～その先に見える夢と希望～

1943 年　中国上海生まれ。
かき養殖業、「牡

か き

蠣の森を慕う会」代表
NPO 法人「森は海の恋人」代表など
　宮城県気仙沼市で、かき養殖業を営む傍ら、
豊かな海を取り戻すため、1989 年から漁民に
よる広葉樹の植林「森は海の恋人」運動ほか多
岐に渡り活動を続ける。
　東日本大震災で家族や財産を失いながらも再
び海と共に生きるために夢と希望を持ち続け、
復興・地域再生への道を選択し、何も無い状態
からでも諦めることなく、さまざまな支援を受
けながら復興活動や講演活動を行っている。

畠
はたけやま

山   重
しげあつ

篤  氏
プロフィール

日 　 時　10 月６日（土）13:00 ～ 16:40
場 所　公会堂　第８集会室
テ ー マ　「終戦前後の三沢　―三沢勃興の源を探る―」
パネラー　月舘八郎氏、米内山木氏
定 員　30 人（無料・先着順）
申込締切　９月 30 日（日）
★申し込み・問い合わせ先　図書館（☎ 53-6040）

PANEL DISCUSSION
郷土史研「三沢の昔を語る会」パネルディスカッション
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　たばこの値上げ、進む禁煙化・・・それでも

あなたは吸い続けますか？

　喫煙が主な原因である COPD（慢性閉塞性

肺疾患）は、肺が慢性的に炎症を起こして呼吸

困難になる病気です。重症化すると安静時でも

息苦しくなり、酸素療法が必要になることもあ

る軽視できない病気です。しかし現在は、禁煙

治療や禁煙補助剤が充実しているだけでなく、

健康保険を使って病院で禁煙治療を受けること

ができます。

禁煙治療を受けたいあなた
　医師のアドバイスを受けながら禁煙できるの

で、高い成功率が期待できます。標準的な禁

煙治療は、12 週間かけて診察を受け、カウン

セリングや禁煙補助剤の処方によって行われま

す。治療費は、健康保険適用の場合で総額約

13,000 円～ 19,000 円。全額自己負担で約

42,000 円～ 63,000 円の費用がかかります。

自力で禁煙したいあなた
▶ニコチンの依存が軽い人や禁煙する自信があ

　る方にお勧めです。自分のペースでできるこ

　とから始めましょう

▶周囲に「禁煙宣言」をする

▶ストレスや夜更かしを避ける

▶コーヒーやお酒を控える

▶たばこを吸いたくなる場所に行かない

▶ライターや灰皿を捨てる

▶禁煙で浮いたたばこ代でしたいことを考える

▶吸いたくなったときはガムや冷たいものを飲

　む　など

　我慢して禁煙するのではなく、自分に合った

方法で無理なく禁煙をスタートさせましょう。

　　　　　　　　お知らせ
　　　　　　　　保健相談センターは９月１日

　　　　　　　　から敷地内禁煙となります。

　　　　　　　　来所時はご協力をお願いしま

　　　　　　　　す。

禁 煙 に 挑 戦 し ま し ょ う

問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

日　　時 場　　所

 ９月 28 日（金）10:00 ～ 16:00 ㈿三沢建設業協会

問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

９月の

   保健 だより
休  日  救  急  診  療

  ９月　９日 ひぐちクリニック ５０－１４４１

  ９月 16 日 すずき小児科内科クリニック ５２－６５５５

  ９月 17 日 みさわクリニック ５３－３７３９

  ９月 22 日 こおり耳鼻科クリニック ５３－３３８７

  ９月 23 日 あいざわクリニック ５８－７３７０

  ９月 30 日 鳴海外科医院 ５３－３０５６

10 月　7 日 柿崎外科医院 ５７－１１５１

10 月　8 日 中山内科医院 ５２－７７５２

※ 17 時以降の夜間救急診療は当番制ではありません。

冨田  愛佳（まなか）  ちゃん／９カ月

内容・対象 月　日 時　間 場　所

母　
　
　

子

妊婦歯科健診 ９月 11 日（火）受付 13:15 ～ 13:30

保健相談

センター

＊母子手帳を持参してください。

両親学級２課（沐浴実習など） ９月 13 日（木）
         13:30 ～ 15:00

（受付 13:15 ～ 13:30）
＊予約制です。母子手帳を持参の上、動きやすい服装でお越しください。
４カ月児健康診査 ９月 11 日（火）受付  12:45 ～ 13:15
＊希望する保護者は歯科健診を受けることができます。
＊ブックスタート事業（絵本の読み聞かせや絵本のプレゼント）があります。

６～   ７カ月児健康相談
　　　　中学生ふれあい体験学習併設

９月 11 日（火）受付   9:30 ～ 10:00

９～ 10 カ月児健康相談
　　　　中学生ふれあい体験学習併設

９月 12 日（水）受付   9:30 ～ 10:00

１歳６カ月児健康診査
（平成 23 年１月生まれの幼児） ９月 20 日（木）受付 12:45 ～ 13:15

２歳児歯科健康診査
（平成 22 年４月生まれの幼児） ９月 12 日（水）受付 12:45 ～ 13:15

３歳児健康診査
（平成 21 年２月生まれの幼児） ９月 19 日（水）受付 12:30 ～ 13:00

▼乳幼児健診では、母子健康手帳・バスタオルなどを持参してください。
　１歳６カ月児・２歳児・３歳児健康診査では診査票などを忘れずに。
　体調不良や感染症などのときは受診をご遠慮ください。

親子ふれあい広場 ９月 24 日（月）        10:00 ～ 11:00
（受付  9:40 ～ 10:00）

　対象　歩くことができる就学前のお子さんとその保護者（お父さんも可）
　申し込み・問い合わせ先（※なるべく事前にお申し込みください）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保健相談センター　☎ 57-0707
＊申し込みの定員がなくなり、会場が総合体育館に変更になりました。

成
人
老
人

栄養相談 随時受付（予約制）
一般健康相談 月～金曜日随時           8:30 ～ 16:30

こころのケア相談　　電話相談 ９月 13 日（木）
        10:00 ～ 12:00
        13:00 ～ 15:00

　　　　　　　　　　面接相談 ９月 27 日（木）        10:00 ～ 15:00
＊面接は３日前までに要予約　☎ 57-0029（専用電話）
女性健康相談 ９月 18 日（火）受付 10:00 ～ 10:30 上十三保健所

（十和田市）
精神保健福祉相談 ９月 19 日（水）受付 13:00 ～ 14:00
＊問い合わせ：上十三保健所　☎ 23-4261

　火災による死者の多くは、高齢者などの災

害時要援護者です。

お年寄りや子どもなどは避難しやすい場所に
　逃げ遅れによる死者を出さないために、避

難しやすい１階に寝かせるようにしましょ

う。

住宅用防災機器や防炎製品を備えましょう
　住宅用の消火器、火災警報器を設置し、パ

ジャマ・毛布等の寝具類やカーテンなどは燃

えにくい防炎製品で備えましょう。

早めに避難しましょう
　避難の目安は、火が天井に移ったときです。

また一度避難したら絶対に戻らないこと。

火気使用器具は正しく使いましょう
外出時やお休み前には火の元の確認を

住宅用火災警報器を寝室や階段に設置していない
ご家庭は早急に設置しましょう。消防本部予防課

火災による死者を防ごう

ワンポイント消防

～禁煙に " 遅すぎ " はありません！～

健康保険で治療を受けられる人
▶ただちに禁煙をしようと考えている人
▶ニコチン依存症と診断されている人
▶喫煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が 200
　以上の人
▶治療を受けることを文書で同意している人
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募集種目 応募資格（H25.4.1 基準） 試験期日 試験場所

看護学生

男
・
女

高卒（見込み含む）
24 歳未満 10 月 20 日（土） 白山台公民館

（八戸市）

防衛医科
大学校学生 高卒（見込み含む）

21 歳未満

10 月 27 日（土）
10 月 28 日（日）

第二合同庁舎
（青森市）

防衛大学校学生
（一般・前期）

11 月 10 日（土）
11 月 11 日（日）

江陽公民館
（八戸市）

受付期限　10 月１日（月）
★問い合わせ先　自衛隊青森地方協力本部三沢募集案内所（☎ 53-1346）

RECRUIT
自衛官を募集します

９月 11 日は「警察相談の日」
　警察では、犯罪等による被害の未然防止や県民の安全と平穏に関わ
る相談に応じており、相談窓口の周知と利用促進に努めています。
悩むより　かけて安心　＃ 9110
　「110」番は緊急通報用電話です。相談の場合は、警察安全相談室
の専用電話（短縮ダイヤル「＃ 9110」番）を利用してください。携
帯電話、PHS からも利用できます。
警察相談窓口
県警察本部  警察安全相談室 ☎ 017-735-9110
三沢警察署  警察安全相談係 ☎ 0176-53-3145 内線 217
配偶者からの暴力、ストーカー相談 ☎ 017-723-4211 内線 3029
性犯罪被害 110 番 ☎ 0120-89-7834
少年の家庭、学校、友人問題等相談 ☎ 0120-58-7867（ヤングテレホン）
暴力団問題の相談 ☎ 017-723-8930

INFORMATION
警察安全相談をご利用ください

学　　科 定　員 修業年限 内　　容 試　験　日　程
機械システム工学科 25 人

２年

NC 工作機械・アルゴン溶接・CAD など 出願受付
10 月９日（火）～ 11 月８日（木）
試験日
11 月 15 日（木）

自動車システム工学科 30 人 ２級自動車整備士の養成
設備システム工学科 20 人 空調・給排水衛生・電気設備等の設計・施工・管理
制御システム工学科 25 人 制御対象装置の設計・製作・プログラミング・保守
応募資格　志望学科に対する興味と強い就職意識を有する高等学校卒業者（平成 25 年３月卒業見込みの者を含む）
経　　費　授業料年額 118,800 円、教科書・作業服用品等代８～ 10 万円程度（２年間）※資格取得受験料等は実費です。
★問い合わせ・願書請求先　県立八戸工科学院　学生係（☎ 0178-28-6811）

INVITE
県立八戸工科学院の学生を募集します
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三沢市

台北市

1  浴衣で日本文化の茶道を体験した両校生徒と関係者
2  歓迎会で『五中ソーラン』を披露する第五中生徒
3  天母中生徒を囲み一緒に給食を食べる第五中生徒
4  天母中生徒に『五中ソーラン』を教える第五中生徒
5  音楽の授業で沸き起こる笑顔
6  理科の授業では一緒に実験
7  初めての茶道体験に目を輝かせる天母中生徒
8  茶道体験中の記念撮影。
9  汗を流す中で芽生えた友情にハイタッチ　

5

6

1

2

34

チャン モン ヤー さん　天母國民中學

日本の方々がすごく温かい

　日本に来て感じた
のは、日本の方々が
すごく温かいという
ことです。浴衣とお
茶会の体験も新鮮で
した。来て本当によ
かったです。

ホワン ペイ ユー さん　天母國民中學

日本での交流は光栄でうれしい

　日本で交流できた
ことがすごく光栄で
うれしいです。ここ
での体験はどれも台
湾でできないものば
かり。体験は本当に
素晴らしいと思いま
す。

ワン フォン チーさん　天母國民中學

意識で交流できたのが不思議

　言葉は通じないの
に、意識でみんなが
交流できて不思議で
す。 子 ど も 同 士、 同
じ話題を通して友だ
ちができ、本当に素
晴らしいと思います。

ライ シー ハンさん　天母國民中學

昔思い出す自然豊かなまち

　来て本当にすごく
楽しかったと思って
います。三沢は自然
豊かな素晴らしいま
ちで、ぼくが幼い頃
住んでいたまちに似
ていて、昔を思い出
しました。

大
お お く ぼ

久保　莉
り な

南さん　第五中学校３年

頑張って交流するのっていいです

　言葉は通じないけ
ど、ジェスチャーを
使いながら何とか気
持ちや考えを伝えよ
うと、みんなで頑張っ
て交流するのってい
いなと思いました。

小
こ ひ る い ま き

比類巻　保
ほ し

史さん　第五中学校３年

日本文化を伝えられてうれしい

　礼儀正しく、何で
も覚えようと頑張る
ところがすごい！そ
んな台湾の皆さんに、
素晴らしい日本の文
化を伝えることがで
きてうれしいです。

7

8

9
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　平成 11 年４月に第五中学校に赴任した

故楢崎校長が、子どもたちの成長を願い、

学校同士の異文化交流を思い立ったのが、

この交流の発端。アジアを中心に「学校ぐ

るみで相互に訪問し合える外国の学校」を

探し、知人を通じて台湾台北市の天母國民

中學にたどり着いた。

　翌平成 12 年から 13 年にかけて教職員

やＰＴＡ会員らが天母中を４回訪問し、生

徒同士の交流実現に向けて理解を深めて

いった。その努力が実を結び、平成 12 年

７月には天母中から校長と生徒 20 人を含

む 35 人の訪問団が第五中を訪問。２泊３

日のホームステイをしながら、日本文化の

体験学習などを行った。また、その翌年８

月には第五中生徒 12 人と PTA 会員ら６人

が天母中を訪れ、手厚い歓迎を受けている。

　相互の訪問が実現した平成 13 年 12 月

には故楢崎校長と PTA 会長が台湾に赴き、

姉妹校協議書に調印。両校は正式に姉妹校

となった。その後も、両校 PTA 会員らが

作る「梅桜友の会」によって支えられなが

ら、相互に訪問を重ね、文化や授業などを

通して交流を深め続けている。

三 沢 市 立 第 五 中 学 校 と
台 北 市 立 天 母 國 民 中 學

×
三沢市立第五中学校

台北市立天母國民中學

日
本
×
台
湾
の
学
校
同
士
の
交
流

　

７
月
13
日
、
台
湾
の
台タ

イ
ペ
イ北
市
天テ

ン

母ム

國
民
中
學
（
以
下
、
天テ

ン
ム母
中
）

の
生
徒
20
人
と
林リ

ン

学
校
長
を
含
む

総
勢
33
人
の
訪
問
団
が
第
五
中
学

校
（
以
下
、第
五
中
）
を
訪
れ
た
。

　

両
校
は
、
２
０
０
０
年
か
ら
授

業
や
文
化
体
験
な
ど
を
通
し
て
交

流
を
続
け
て
お
り
、
近
年
は
毎
年

交
互
に
学
校
を
訪
問
。
第
五
中
が

創
立
50
周
年
を
迎
え
た
昨
年
は
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
か
ら
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
今
回
は
２
年
ぶ

り
の
訪
問
と
な
っ
た
。

　

こ
の
日
、
第
五
中
体
育
館
で
訪

問
団
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
同
校

生
徒
に
よ
る
熱
烈
な
歓
迎
。『
五

中
ソ
ー
ラ
ン
』
や
全
校
生
徒
の
合

唱
に
は
、
国
境
を
超
え
た
姉
妹
校

へ
の
待
望
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て

い
た
。

　
「
将
来
の
生
き
方
に
つ
な
が
る

よ
う
、
貴
重
な
体
験
を
通
し
て
互

い
に
絆
を
深
め
合
っ
て
ほ
し
い
」。

交
流
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
両
校
生
徒
に
願
い
を
伝
え
る

た
」「
は
し
の
持
ち
方
が
き
れ
い
」。

交
流
後
の
生
徒
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
発
見
が
あ
ふ
れ
出
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
感

動
的
な
交
流
体
験
を
与
え
た
い
」。

こ
の
交
流
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

私
財
す
ら
注
ぎ
込
み
粉
骨
砕
身
し

た
当
時
の
第
五
中
校
長
、
故
楢
崎

氏
の
想
い
は
、
12
年
を
経
た
今
も

両
校
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

Pick Up　学校が結ぶ日台交流
Pick Up
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織
おりかさ

笠　幸
さ ち こ

子さん

やるべ～会　会長

　（北部は）すごく環境がいいとこ

ろ。私たちの活動をもっとみなさん

に知っていただき、そして訪れてほ

しい。今は活動を継続していくこと

が大事。そんな中で「よくやってい

るね」って声をもらうと、やってて

よかったなって思います。

1  やるべ～会メンバーと
　  ブルーベリー畑
2  3  生きた野菜の姿に目

　  を輝かせる子どもたち1

2

3

人 口 と 世 帯 数

■人口 42,191 人（＋ 246 人）・男 20,693 人（＋ 66 人）・女 21,498 人（＋ 180 人）　■世帯数 18,737 世帯（＋ 151）

－７月末現在－　※（　）内は前月との増減比較

広報みさわ 9 月号は 14,000 部発行し、1 部あたりの印刷製本費は 60 円です。

広
報
み
さ
わ
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
、
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
行
事
や
話
題
な
ど
、

皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
連
絡
は
広
報
広
聴
課
ま
で
。
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「
何
か
や
ろ
う
よ
」「
何
で
も
や

ろ
う
」。
地
域
の
言
葉
で
呼
び
か

け
る
「
や
る
べ
～
会
」
は
、
市
北

部
地
域
の
人
々
が
中
心
と
な
っ

て
、
地
元
の
活
性
化
を
目
的
に
活

動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
だ
。

　

始
ま
り
は
２
０
０
８
年
。
過
疎

化
が
進
む
北
部
地
域
を
何
と
か
し

な
け
れ
ば
と
、
市
観
光
担
当
課
の

提
案
に
地
元
の
若
者
た
ち
が
立
ち

上
が
っ
た
。
小
川
原
湖
や
仏
沼
、

市
民
の
森
や
斗
南
藩
記
念
観
光
村

な
ど
、
北
部
に
は
自
然
と
触
れ
合

え
る
環
境
が
豊
富
。
そ
の
魅
力
を

伝
え
な
が
ら
、
訪
れ
る
人
や
住
人

を
増
や
す
た
め
、
現
在
約
10
人
の

メ
ン
バ
ー
は
、
無
償
で
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

毎
年
の
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
で

開
催
す
る
収
穫
体
験
も
、
同
会
の

大
き
な
活
動
の
一
つ
。
斗
南
藩
記

念
観
光
村
の
一
角
に
は
、
苦
労
し

て
作
っ
た
畑
が
あ
る
。
メ
ン
バ
ー

自然豊かな「北の魅力」を伝える
「やるべ～会」

の
ほ
と
ん
ど
が
、
農
業
に
従
事
す

る
野
菜
作
り
の
プ
ロ
。
忙
し
い
農

作
業
の
合
間
を
縫
い
、
今
年
も
見

事
な
大
根
と
に
ん
じ
ん
を
育
て
あ

げ
た
。「
土
と
触
れ
合
う
機
会
を

あ
げ
た
い
」。
メ
ン
バ
ー
の
想
い

が
通
じ
る
か
の
よ
う
に
、
あ
り
の

ま
ま
の
姿
の
野
菜
は
子
ど
も
た
ち

の
眼
を
輝
か
せ
た
。
そ
の
隣
の
畑

に
育
つ
の
は
、
４
年
前
に
同
会
が

市
民
提
案
事
業
で
作
り
始
め
た
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
。
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、根
気
よ
く
育
て
続
け
た
。「
も

う
す
ぐ
収
穫
体
験
さ
せ
て
あ
げ
ら

れ
ま
す
」。
メ
ン
バ
ー
は
う
れ
し

そ
う
に
、
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

　

地
域
盆
踊
り
や
演
芸
大
会
、
お

お
ぞ
ら
小
学
校
と
観
光
施
設
案
内

板
を
作
る
な
ど
、
地
域
や
学
校
と

の
連
携
の
強
さ
も
同
会
の
大
き
な

特
徴
。
北
部
に
住
む
人
々
自
ら
の

手
で
、
自
然
あ
ふ
れ
る
地
域
の
魅

力
が
広
く
伝
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
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